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不思議な体験 Ⅱ

2000 年正月の話を。

静岡県熱海市で新年を迎えようと、伊豆山神社から一直線上の太平洋の旭日を拝み
たい一心で、仕事を終え夜遅く車を走らせました。

私はほぼ日本全国の一宮の参拝を目標にいろいろな神社に参拝いたしましたが、そ
の都度不思議な体験をいたしました。その一つ
が、西暦 2000 年、平成 12 年の初夢で、太
平洋の海から白衣を着た男性数十人が神
輿を担ぎ、伊豆山神社の本殿までの長
い長い階段を登って行く様、そこで
夢は終わりましたが、その夢と全く
同じ光景を、その年偶然にも二度
も出会いました。一つはまさにそ
の伊豆山神社で。そしてもう一つ
は、同じ熱海の来宮神社で。神様が
海から上がって来られる姿に大感激
で、海の浜から一緒に歩いて来宮神社
へと同行させていただきました。夢が正
夢となり、神様が型をお見せくださったに違
いないと、震えがくる思いでした。

また、千葉県の旭市のとある神社へ、旭ヒーリン
グ協会でチャーターしたバスで向かっていた時の話です。その道中突然大雨に見舞
われたのですが、鳥肌が立つくらい驚愕したのは、私達のバスにはまるでバリアで
覆われたかのように、一粒の雨もかからなかったのです。そして神社に着いたとき
には、雨は止み晴れ間が見えたのです。ここでも千葉県旭の氏神様が型を示してく
ださったんだと感謝し皆で歓喜の声を上げました。

この三つの体験は、日本、大和の国は、八百万の神々が守ってくださっているとい
うことの証ではないかと確信した次第です。

               サン・スマイル 旭ヒーリング協会協会長

                遠賀川生まれの あさちゃんこと松浦悦子

伊豆山神社



【松浦日記】代表松浦智紀 12 月の出来ごと！ 

いつも自然食の店サン・スマイルをご利用いただき、ありがとうございます。 

サン・スマイルでは、店舗での販売に加え、出荷センターからお野菜の定期宅配も行っています。 

最近は私、松浦が出荷センターにいる時間が多く、店頭でお客様と直接お会いできる機会が少なくなって

しまいました。正直、少しさみしい気持ちもありますが、その分、店舗でも宅配でも「本当においしく、安心

できる食」をしっかりお届けできる体制づくりをさらに進めています。 

2026 年も、サン・スマイルをどうぞよろしくお願いいたします。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

弘前大学の先生方が 3 名もご来店くださいました！そし

て、2026 年 2 月 8 日（日）に、弘前大学主催のオンライン

講演会の開催が決定しました。詳細はこれからですが、決

まり次第、店頭やお知らせでご案内しますね。当日は、 

・ナチュラルハーモニー 代表 河名さん 

・NPO 岡山県自然栽培実行委員会 理事長 高橋さん 

とご一緒に意見交換をさせていただく予定です。テーマ

（仮）は、「お米の高騰はなぜ起きているのか？」「自然栽培

のお米はこれからどうなる？」「自然栽培の“定義”って？」と

いった、今まさに気になる内容になる予定です。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

サン・スマイル × JICA × ブータン政府が中心となって進めている 

ブータン・オーガニックプロジェクト。ブータン国内で「低投入オーガニ

ック」「無肥料自然栽培」を広めていくためのブータン・オーガニック・

ポータルサイトが完成し、先日、ウェブ公開の式典が行われました。私

は Zoom で参加しました。 

敬虔なチベット仏教国であるブータンらしく、僧侶の方に祈りを捧げて

いただき、参加者全員が挨拶をする、とても厳かで温かい式典でし

た。……ところが、最後の最後でまさかの事実が判明。 

「ドメインが取れていない！」え〜〜！ということで、公開は延期に

（笑）。これもブータンあるあるということで、公開したらまた皆様にお知

らせさせてください！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

今年も千葉大学で、「農福連携における

マーケティング」について講義をさせてい

ただきました。今年で 3 年目になります

が、学生の皆さんのレベルが年々上がっ

ていて、教える側の私もたくさん学ばせて

もらっています。時代の変化、本当に速い

ですね。 



北海道・札幌「シマエナガの里」から、みのり彩園さんの黒大豆 「黒千

石」 が入荷しました！ずっと欠品していたので、私たちも本当にうれし

いです。農福連携で丁寧に育てられ、一粒一粒手作業で選別された、

愛情たっぷりのお豆。・炒って黒豆茶に ・黒千石ごはんに ・小粒なの

で、煮てお菓子作りにもおすすめです 

すぐに欠品してしまいそうなので、気になる方はお早めにどうぞ！ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2025 年産のお米が、12 月下旬ギリギリですべて入荷しました。 

サン・スマイルでは、今も放射能検査をしっかり行っています。 

写真にあるのは、各生産者さんから届いたサンプル米。 

このサンプルを、さらにサン・スマイルで品質チェックしています。 

無肥料自然栽培のお米を、最高の状態でお届けしたい。 

生産者さんと一緒に、毎年コツコツ取り組んでいます。 

・・・・・サンプルが増えすぎて、保管場所に困ってきましたが（笑）。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

いい写真でしょう（笑）。 

オリーブオイルや豆類でお世話になっているアサクラさん

の本拠地を訪問してきました。なんと、10 年以上ぶり。イタ

リア産のチェチ（ひよこ豆）やレンティッキエ（レンズ豆）は、

アサクラさんが輸入し、サン・スマイルで全量購入していま

す。代表の朝倉さんとは、もう 20 年以上のお付き合い。 

お互い年を重ねましたが、これからも素晴らしい商品を皆

さんにお伝えできるよう、頑張っていきま

す。・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

お米や野菜の価格高騰が続いています。日本農業新聞（→）日本農業新聞にもあり

ましたが、根本の問題は「作る人が激減している」こと。これでは将来取り合いになり

ますよね。これから先どうなるかは分かりませんが、生産者が安心して暮らせる仕組

みづくりは、本当に急務だと感じています。それと私は、野菜やお米を作れる技術は

「生活力」の一部だと思っています。ぜひ皆さんも、バケツ稲やプランター栽培など、

小さなところから体験してみてください。 

 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

←サン・スマイル農園では、三浦大根をたくあん用に干しています。2 月中旬頃に

は食べられるかも？どうぞお楽しみに！ 

←また、2026 年 9 月に種まき予定の大根も定植しま

した。5 月頃には、いっぱいに花が咲く予定です！ 

                                                →（おまけ）我が家で干した渋柿の干し柿。 

しっかり、おいしくいただきました。（感謝！） 



四方山閑話

             厄年ならぬ躍年だぁ！

皆様 新年あけましておめでとうございます。

男 42 歳、女 33 歳が大厄と言われています。数え年で
いいますから、実際は男 41 歳、女は 32 歳の人たちが
厄年になります。今年が厄年の方の少しでも福音でもな
ればと思い、この文を書かせていただきました。ところ
で自分の干支ってありますよね。私は亥年なのですが、
早生まれの１月なので干支はその前年の干支になると、
つまり戌年になると。それを聞いた時「えぇー」と思いました。猪は「猪突猛進」で何か恰好が
いいと思っていただけに、少なからずショックでした。でも自分では頑なに亥年であると言って
います。因みに中国では亥年でなく豚年であるそうです。うーむ、中国で生まれないでよかっ
た。とんかつとブーブーとしかイメージが湧きません。まぁ、どうでもいいことなのですが…
…。

厄年と言う概念は、中国の陰陽道の影響を受けているそうで、所謂科学的には何の根拠はなく、
そんなものは迷信に過ぎないと思っている人は多いのではないでしょうか。そのくせ「まぁ、一
応神社などでお祓いを受けようか」とお祓いを受けられる方もいるのも事実ではないでしょう
か。かくいう私もそんなものは迷信とは思わないまでも、全く気にかけてはいませんでした。そ
んな折、北海道の無肥料自然栽培農家の故秋場和弥さんの所で研
修させていただいていましたが、それも 10 月で終わり、これか
らは芋の選別ぐらいしか仕事はなく、今度は憧れていた十勝地方
で研修したかったので、事情を知るため冬の間は十勝清水の牧場
で働くことになりました。年が開けて 41 歳になった時に、牧場
で働いているときのことです。その時は牛の寝わらとして、皆様
もご覧になったことがあると思いますが、よく北海道の広大な牧
場でポツンポツンと置かれてあるロール状のものを、写真よりも
もっと大きな荷車に乗せて牛舎の中を運んでいましたが、途中ち
ょっと坂になった所があり止まってしまいました。何せ 1t 近くあ
ります。いったんちょっとバックして、取っ手の中に入って思い
っきり勢いをつけて一気に押したその瞬間、気づかずに長靴で踏
んでいたのでしょう、まるでコントみたいですが、落ちていた牛
のうんこでツルっと滑ってそのままコンクリートの床に叩きつけられました。何せ思いッきり全
体重で押しましたのでその勢いたるやすさまじく、ツルっ、ダアーンと滑ったのと地面に叩つけ
られたのが同時、それほどの勢いでした。手は取っての手すりを持っていましたので、まったく



受け身は取れず、かろうじてさっと横を向いたので顔面直撃は免れましたが、しこたま右肩を強
打しました。何とか起き上がりましたが、腕が肩から上へあがりません。激痛が走りました。も
うすぐ夕方の搾乳が始まる時間です。牛のうんこを踏んづけて滑って転んで肩を強打しました、
手が上がらないので仕事休ませてくださいとは、かっこ悪くて言えません。何とか激痛に耐えな
がら仕事を終えました。その当時夜はいつも町営の温泉に毎日行っていました。何せ料金が安く
半年のパスを買っても確か 1 万円もしなかった気がします。おまけに一日何回入ってもよかった
のです。その日も激痛がはしるなか温泉に行きました。30 分位ゆっくり浸かり痛みは少し和らい
だ気がしました。明日手が動くやろかと気を揉みながら床に就きました。翌日の朝目を覚ます
と、何と痛みも全くなく手もあがります。驚きでした。こんなにも温泉って効くものなのかと。
あの勢いでコンクリートに叩きつけられたので、一時は骨が折れるほどの重症かと思っていまし
たが、軽傷どころか一日で治ったのは本当に奇跡であったと思っております。しかし、その時は
「いやぁ、厄年って本当にあるっちゃなぁ」としみじみ感じ入りました。しかし、自画自賛にな
りますが、ここからが私の楽天的にいい所と自分では思うのですが、「やったぁー、これでもう厄
は終わった」とルンルン気分でした。幸いその年や翌年の後厄も大過なく過ごせることができま
した。大過どころか、その年にはその後の自分の運命を決定的に変えるような素晴らしい出会い
がありました。あのすってんころりがあったからこそ、そしてそれで厄が除れたからこそ（自分
の心の中では本当にそう思った）、そのような出会いがあったのだと今更ながら想っています。本
当に厄年ならぬ躍年になりました。極論になりますが、あのすってんころりがなかったなら、あ
の出会いもなかったに違いないと思っています。

昔セルフマインドコントロールを学んでいる時、厄のお振りかえ、先取というテクニックみたい
なものを教えてもらったことがあります。それは、何か大厄が来そうな予感の時、例えばわざと
カッターで自分の指の先をほんの少し血が出るくらい傷つけ、「よし、もうこれで厄は終わったん
だ」と自分自身に言い聞かせるというものでした。所謂大難のところを小難ですますようにする
ことらしいです。後、厄のおすそ分けではないですが、大厄の年に一席設けて人を招き、自分の
厄を持って帰ってもらうという、そういう風習もあるみたいです。いずれにせよ、厄年を迎へ実
際厄があったなら、たとえそれがどんなに些細なものであったにせよ、さぁ、もうこれで厄は終
わった、これからは厄年ならぬ躍年だぁ！とただひたすら前向きに考えれば、本当にそのように
行くものだと思います。

今年も皆様方のすべてが順調に、午（ウマく）いきます様、衷心お祈り申し上げます。
今年も何卒よろしくお願いいたします。

                       サン・マイル出荷センタ所長 松浦学

                     （医療従事者指圧師、あさひ武術倶楽部主宰）
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